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調
査
は
、
昨
年
の

月

日
か

１０

２６

ら

月
９
日
に
か
け
て
行
い
、
住

１１
民
基
本
台
帳
か
ら
無
作
為
に
抽
出

し
た

歳
以
上
の
市
民
１,
０
０

２０

０
人
に
対
し
、
調
査
用
紙
を
郵
送

し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
３
８
３
通

の
有
効
回
答
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

回
答
者
の
性
別
の
割
合
は
、
男

性
約
４
割
、
女
性
約
６
割
で
し
た
。

ま
た
、
性
別
を
問
わ
な
い
年
代
ご

と
の
回
答
者
の
割
合
（
下
記
グ
ラ

フ
１
）
は
、『

歳
以
上
』
が
最
も

７０

多
く
、
次
い
で
多
い
『

歳
代
』

６０

と
合
わ
せ
る
と
、

歳
以
上
の
方

６０

の
回
答
が
全
体
の
約
６
割
を
占
め

て
い
ま
す
。

『
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
住
み
よ
い
』

と
答
え
た
方
（
下
記
グ
ラ
フ
２
）

が

・
３
％
と
最
も
多
く
、
次
い

５３
で
『
住
み
よ
い
』
が

・
０
％
と

２３

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
対
し

『
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
住
み
に
く

い
』
が

・
４
％
、『
住
み
に
く

１６

い
』
が
６
・
０
％
で
し
た
。

程
度
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、

約
４
分
の
３
強
の
皆
さ
ま
は
本
市

を
住
み
や
す
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
後
も
本
市
に
『
ず
っ

と
住
み
続
け
た
い
』と
答
え
た
方（
下

記
グ
ラ
フ
３
）
は

・
２
％
と
最

６３

も
多
く
、
一
方
『
市
外
へ
移
り
た

い
』
と
答
え
た
方
は

・
７
％
と

１０

な
っ
て
い
ま
す
。

住
み
よ
さ
の
理
由
（
下
記
グ
ラ

フ
４
）
で
は
、『
海
や
山
、
温
泉
、

気
候
な
ど
の
自
然
環
境
』
と
答
え

た
方
が

・
５
％
で
最
も
多
く
、

８２

次
い
で
『
魚
介
類
や
農
産
物
な
ど

の
新
鮮
な
地
場
産
品
が
豊
富
』
が

・
９
％
、『
お
も
て
な
し
や
人
付

３７き
合
い
な
ど
の
住
民
の
人
情
や
気

風
』が

・
６
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２６

一
方
、
住
み
に
く
さ
の
理
由

（
下
記
グ
ラ
フ
５
）
で
は
『
病
院

や
介
護
施
設
な
ど
の
医
療
や
福
祉

の
環
境
』
と
答
え
た
方
が

・
９

５６

％
と
最
も
多
く
、
次
い
で
『
就
職

環
境
』『
バ
ス
や
電
車
、
道
路
な
ど

の
交
通
の
便
や
通
勤
・
通
学
の
便
』

の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
来
年
度
か
ら
の

年
間
の
市
の
指
針
と
な
る
「
第
４
次
下
田
市
総
合
計
画
」
の
策
定
を

１０

進
め
て
い
ま
す
。
策
定
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
生
活
す
る
中
で
感
じ
て
い
る
こ
と
や
今
後

に
期
待
す
る
こ
と
な
ど
の
意
向
を
把
握
す
る
た
め
、
昨
年
の

月
か
ら

月
に
か
け
て
、
市
民
･

１０

１１

中
学
生
･
高
校
生
･
市
職
員
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
多
く
の
皆
さ
ま
か

ら
ご
回
答
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
中
か
ら
、
市
民
を
対
象
と

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て
、
そ
の
集
計
の
一
部
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

年
後
の
下
田
市
を
考
え
よ
う
！

１０

問合せ先 企画財政課 緯 鰻２２１２

グラフグラフ１１ 回答者の年回答者の年代代グラフグラフ２２ 住住み心　住み心地地グラフグラフ３３ 定住志　定住志向向

グラフグラフ５５ 住みにくさの理　住みにくさの理由由（上位７項目）（上位７項目） グラフグラフ４４ 住みよさの理　住みよさの理由由（上位７項目）（上位７項目）
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歳
以
上
の
方
の
回
答
が

６０全
体
の
約
６
割
を
占
め
る

下
田
市
の
住
み
心
地
は
？

今
後
も
住
み
続
け
た
い
？

住
み
よ
さ
・
住
み
に
く
さ

の
理
由
は
？
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グラフグラフ６６ 満足度と重要度相関　満足度と重要度相関図図

必要性検討領域

安全な水道水の供給

国際交流や国内交流の推進

スポーツ施設や
スポーツ活動の振興

郷土教育や芸術文化活動の振興

自治会などの地域の活動の推進

身近な公園や緑地の整備
生涯学習の充実
市民のまちづくりへの参加の推進

健康づくりの推進

自然・環境問題への
率先した取り組み

自然や歴史を活かした
景観の整備

下水道や合併処理浄化槽の整備

ゴミの量の抑制や資源化・再利用

交通安全・防犯対策

地域で支える福祉活動の充実

自然環境の保護 ・ 保全

幼児教育・学校教育の充実

消防 ・ 救急体制

インターネットなど情報通信環境の整備

男女を問わず個性や能力を
発揮できるまちづくり

有効的な土地の開発や利用

低所得者福祉などの社会保障の充実

産業間の相互の連携

鉄道・バス・海城交通など
公共交通機関の充実

周辺自治体との連携の強化

道路網の整備

農林水産業の振興

障害者福祉の充実

青少年教育の充実

高齢者福祉の充実

子育て支援の充実

商工業の振興

災害に強いまちづくり

効果的・計画的な行財政の運営

観光業の振興

医療体制の充実

働きやすい環境の整備

満
足
度
が
高

満
足
度
が
高
いい

満
足
度
が
低

満
足
度
が
低
いい

重要度が高重要度が高いい重要度が低重要度が低いい

平均値

省力化検討領域

重 点 化 領 域

現状維持領域

　
　

項
目
の
満
足
度
と
重
要
度
を

３７
表
し
た
相
関
図
（
上
記
グ
ラ
フ
６
）

で
は
、
縦
軸
が
「
満
足
度
」、
横
軸

が
「
重
要
度
」
を
表
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
い
う
「
高
い
」「
低
い
」

は
、
他
の
項
目
に
対
し
「
相
対
的

に
高
い
か
、
低
い
か
」
を
意
味
し

て
い
ま
す
。

　

満
足
度
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
対

す
る
市
民
の
評
価
で
あ
る
と
い
え
、

行
政
や
市
民
な
ど
が
協
力
し
て
満

足
度
を
よ
り
高
め
る
努
力
を
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
、
重
要
度
は
、
市
民
の
価

値
観
で
あ
る
と
い
え
、
ま
ち
づ
く

り
の
方
向
性
を
検
討
す
る
上
に
お

い
て
十
分
に
配
慮
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　
　

項
目
の
平
均
値
を
基
準
に
し

３７
て
大
き
く
４
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類

し
て
い
ま
す
。

４
つ
の
タ
イ
プ
の
領
域

 【
省
力
化
検
討
領
域
】　

満
足
度
が

高
く
、 重
要
度
は
低
い
た
め
、 現
在

の
状
態
を
保
つ
と
と
も
に
、
今
後

の
取
組
の
力
配
分
の
見
直
し
や
必

要
性
の
検
討
が
求
め
ら
れ
る
項
目

 【
現
状
維
持
領
域
】　

満
足
度
も
重

要
度
も
高
い
た
め
、
現
在
の
水
準

を
維
持
し
て
い
く
項
目

 【
必
要
性
検
討
領
域
】　

満
足
度
も

重
要
度
も
低
い
た
め
、
今
後
の
取

組
方
針
や
事
業
存
続
の
見
直
し
が

求
め
ら
れ
る
項
目

 【
重
点
化
領
域
】　

満
足
度
が
低
く
、

重
要
度
は
高
い
た
め
、
最
優
先
で

内
容
な
ど
を
見
直
し
て
、
満
足
度

を
高
め
て
い
く
項
目

　

『
満
足
度
が
低
く
、
重
要
度
が
高

い
も
の
（
重
点
化
領
域
）』
に
該
当

す
る
も
の
は
、
今
後
、
市
が
最
優

先
で
取
り
組
ん
で
い
く
事
業
に
位

置
付
け
ら
れ
ま
す
。「
医
療
体
制
の

充
実
」「
働
き
や
す
い
環
境
の
整

備
」「
観
光
業
の
振
興
」「
効
果
的

･
計
画
的
な
行
財
政
の
運
営
」「
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」「
商
工
業

の
振
興
」
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
全

て
の
集
計
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（h
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w
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）
に
て

公
開
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　第１回下田市総合計画審議会

が６月１５日 （火） に開催されまし

た。審議会は市の条例に基づき

設置されるもので、委嘱された

２０人の委員が市長からの諮問に

基づき、総合計画に関して必要

な調査や審議を行い、本年１０月

末を目途に答申を行う予定でい

ます。

　今回の審議会では、市長によ

る委員の委嘱、諮問が行われ、

事務局から基本構想の序論の説

明が行われました。

　次回は、７月８日 （木） 午後１

時３０分から市民文化会館で開催

します。また、審議会は公開と

していますので、希望者が傍聴

することもできます。

所属等氏　名役職区　分

元県職員稲 葉 篤 実

１号委員
（学識経験者）

元市職員大野美知子

元中学校長田中とし子

元市職員土 屋 孝 一会　長

下田市区長連絡協議会大 川 敏 雄副会長

２号委員
（公共的団体の
代表者等）

下田市社会福祉協議会大 野 美 紀

下田青年会議所菊 池 岳 人

下田市観光協会木田川雅弘

伊豆太陽農業協同組合進 士 克 馬

下田商工会議所田 中　 豊

伊豆漁業協同組合土 屋 算 夫

下田市女性の会前 田 由 美

下田市ＰＴＡ連絡協議会向 田 典 義

小川志津子

３号委員
（一般市民）

小林眞知子

佐々木純一

高 橋　 忍

土 屋 慈 子

山 崎 義 怜

渡 邉 一 夫

第4次下田市総合計画審議会委員 （五十音順：敬称略）

ま
ち
づ
く
り
の

満
足
度
と
重
要
度
は
？

下田市総合計画審議会

を設置しました

平均値


